
公益社団法人 日本地下水学会 

2013 年度 第７回 理事会議事録  

 

１．開催日時：2014 年 2 月22 日（土） 13:30～17:10 

 

２．開催場所： 日本工営(株) 麹町オフィス 3F 会議室 

〒102-0083 東京都千代田区麹町4 丁目2 番地 

 

３．理事総数：15 人 

 

４．出席理事数：14 人 ○：出席、×：欠席 
理事 今村 聡 ○ 理事 今井 久 ○ 
理事 蛯原 雅之 ○ 理事 川端 淳一 ○ 
理事 高坂 信章 ○ 理事 嶋田 純 ○ 
理事 斎藤 庸 ○ 理事 谷口 真人 ○ 
理事 杉田 文 ○ 理事 中島 誠 ○ 
理事 德永 朋祥 ○ 理事 平山 利晶 ○ 
理事 中屋 眞司 ○ 理事 松山 秀明 ○ 
理事 丸井 敦尚 × 
 
５．出席監事 

監事   前川統一郎     × 監事 村田 正敏 ○ 監事 平山 光信 ○ 

 

６．議長の氏名：代表理事（会長） 嶋田 純 

定刻に、代表理事 嶋田 純 は議長席につき、上記のとおり定足数にたる理事の出席があったので、 

13時30分本理事会の開会を宣した。 

 

７．決議事項に特別の利害関係を有する理事の氏名：該当する理事はいない。 

 

８．議事録作成者：理事 中屋 眞司 

 

９．理事会資料（事前配布資料としてメール送信） 

理事会資料－1：公益社団法人日本地下水学会 2013 年度第７回理事会 議事次第 

理事会資料－2：公益社団法人日本地下水学会 2013 年度第６回理事会 議事録（案） 

理事会資料－3：企画委員会審議・報告事項 

理事会資料－4：2013 年度 企画委員会関連 事業報告（案） 

理事会資料－5：2014 年度 企画委員会関連 事業計画（案） 

理事会資料－6：渉外委員会審議事項 

理事会資料－7：2013 年度学会誌編集事業報告・2014 年度学会誌編集事業計画 

理事会資料－8：調査・研究委員会 審議・報告事項 



理事会資料－9： 2013年度 調査・研究委員会 事業報告書（案） 

理事会資料－10：市民コミュニケーション委員会審議・報告事項 

理事会資料－11：市民コミュニケーション委員会2013 年度報告案・2014 年度計画案  

理事会資料－12：広報・ⅠＴ委員会関連の審議・報告事項 

理事会資料－13：男女共同参画(EPS)委員会2013 年度報告案・2014 年度計画案 

理事会資料－14：技術者継続教育委員会資料 

理事会資料－15：総務委員会資料 

理事会資料－16-1：公益社団法人 日本地下水学会 2013年度 事業報告書（案） 

理事会資料－16-2：公益社団法人 日本地下水学会 2014年度 事業計画書（案） 

理事会資料－17：日本地熱学会からの協賛のお礼 

理事会資料－18-1：2013年度入会者 

理事会資料－18-2：2013年度退会者 

理事会資料－19：名誉会員リスト・2014年70歳以上会員 

理事会資料－20：会計委員会資料 

理事会資料－21：座間市地下水採取委員会報告 

理事会資料－22：行事委員会審議・報告事項・ポスター発表要項 

 

【審議事項】 

第 1 号議案：2013年度第６回理事会議事録（案）が承認された。 

 
第 2 号議案：IRIDへの「福島第一原子力発電所汚染水対策に関する技術提案」について、理事会マタ

ーとし、今後、提案書の公募の後、地下水学会員の協力者を学会内で公募することとなった。 

 
第 3 号議案：企画委員会 

資料-3に基づき、2014 年度事業計画（第 6 回理事会承認案より水循環基本法関連事業を一部変更）

［公 2］地下水に関する講習会、シンポジウム、見学会等を開催する事業について説明があり、承

認された。 

 

第 4 号議案：行事委員会 

資料-22 に基づき、講演会要旨集の取り扱いについて、１）二重投稿に関連して、要旨集は講演会

参加者に限定し、販売は行わない、また、２）講演会参加費については、現状の「参加費（要旨集

代含む）」から今後は「参加費（予稿集含む）」に変更する旨の説明があり、承認された。 

 

第 5 号議案：行事委員会 

資料-22 に基づき、若手優秀ポスター発表賞とその採点基準（案）について説明があり、１）今回

は、若手優秀講演賞とすること、また、２）採点基準（案）については、文言の微修正の後、発表

内容に関する５つの評価基準とすることで、案が承認された。 

 

第 6 号議案：渉外委員会 

資料-6に基づき、JpGU 2014年度大会ユニオンセッション＜東日本大震災への各学協会の対応とそ



の教訓、将来への課題＞における「地下水学会からの報告」にかかる経費の支出について説明があ

り、学会が負担することが承認された。 

 

第 7 号議案：渉外委員会 

JpGU より発行予定のオープンアクセス電子ジャーナルＰＥＰＳの編集委員会へ派遣する委員は、杉

田理事に決まった。ＰＥＰＳに関する情報を会員にメール、 ＨＰまたは会誌を通してお知らせす

ることが承認された。 

 

第 8 号議案：広報・ＩＴ委員会 

 資料-12に基づき、一斉配信メールニュース（地下水学会ニュース）について、「予告」文（案）が

承認された。 

 

第 9 号議案：広報・ＩＴ委員会 

資料-12 に基づき、ＨＰの更新について説明があり、ＣＭＳ（基本システム：数十万円）に移行す

る方向で見積もりを取ることが、承認された。 
 

第 10 号議案：会計委員会 

資料-20 に基づき、2014年度予算最終案について説明があり、一部、修正のうえメール審議にて審

議することが決定された。 

 

 

【報告事項等】 

１．調査研究委員会 

   ・資料-8 に基づき、本年度受託研究『海域地質環境調査技術実証研究 評価委員会』について

説明があった。 

   ・「今後の地下水学会としての調査・研究活動のあり方」 検討ワーキングの途中経過について

説明があった。 

   ・資料-8に基づき、2013 年度事業報告および 2014 年度事業計画について説明があった。 

２．行事委員会 

   ・資料-22に基づき、2014 年春季大会、2014年秋季大会および地下水・土壌汚染とその防止対

策に関する研究集会について説明があった。 

３．企画委員会 

   ・資料-3に基づき、平成 25 年度事業報告として、（１）講習会事業、（２）シンポジウム開催

事業および、2013 年度講習会・シンポジウムの開催報告の会誌掲載について説明があった。 

   ・資料-3 に基づき、2014 年度企画関連事業計画準備状況として、セミナー「なぜ、水循環基

本法なのか」の計画・準備について説明があった。 

４．渉外委員会 

   ・資料-6に基づき、国内関連団体交流事業について、2013 年度事業報告および 2014年度事業

計画について説明があった。特に、「IRID へ福島第一原子力発電所汚染水対策に関する技術

提案をおこなった。」ことについて、2013 年度渉外委員会報告とした。 






